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夏
本
番
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
節
電
の
年
と
相
ま
っ
て
厳
し
い

夏
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
家
庭
で
も
水
道
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
、
水
道
料
金
も
増
え

て
く
る
時
期
で
す
。

　
水
道
料
の
節
約
と
節
水
に
心
が
け
、こ
の
夏
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
「
水

道
水
の
放
射
性
物
質
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
」
に
つ
い
て

　
桜
川
市
の
水
道
水
に
つ
い
て

は
、
茨
城
県
が
放
射
性
物
質
の
水

質
検
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
富

谷
配
水
場
か
ら
採
取
し
た
県
西
用

水
の
分
析
結
果
は
、
放
射
性
ヨ
ウ

素
・
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
い
ず
れ
も

不
検
出
で
す
。
飲
料
水
と
し
て
安

心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

夏
、真
っ
盛
り 

水
道
の
使
用
量
も
ピ
ー
ク

基本料金
13mm・10 ㎥ 20mm・10 ㎥ 25mm・10 ㎥

2,310 円 3,510 円

従
　
量
　
料
　 
金

10 ㎥超～ 20 ㎥まで 　273 円 × 使用量（1 ㎥）

20 ㎥超～ 30 ㎥まで 　283 円 × 使用量（1 ㎥）

30 ㎥超～ 50 ㎥まで 　315 円 × 使用量（1 ㎥）

50 ㎥超 　336 円 × 使用量（1 ㎥）

桜川市の水道料金（一部抜粋）

桜川市の上水道

水
道
料
金
は
こ
う
し
て
　

　
決
ま
り
ま
す

　
水
道
料
金
は
、
メ
ー
タ
ー
口
径

で
決
ま
る
基
本
料
金
と
、
使
用
し

た
水
量
か
ら
求
め
る
従
量
料
金
の

合
計
で
決
ま
り
ま
す
。（
下
表
参

考
）

　
桜
川
市
で
は
平
成
19
年
４
月
か

ら
は
、
10
㎥
／
13
㎜
・
20
㎜
で
基

本
料
金
は
２,
３
１
０
円
で
統
一

し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
口
径
が
20
㎜
で
１

か
月
に
20
㎥
」使
用
し
た
場
合
は
、

月
額
基
本
料
金
は
２,
３
１
０
円

（
10
㎥
ま
で
）、
使
用
水
量
が
10
㎥

超
～
20
㎥
ま
で
２
７
３
円（
１
㎥
）

と
な
り
、
合
計
で
５,
０
４
０
円

と
な
り
ま
す
。
水
道
料
金
は
２
か

月
分
を
併
せ
て
隔
月
に
よ
り
徴
収

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

水
道
会
計
は
独
立
採
算
制

　
水
道
事
業
は
、
一
般
会
計
と
は

区
別
し
て
企
業
会
計
と
し
て
、
そ

の
運
営
費
を
水
道
料
金
収
入
で
賄

う
独
立
採
算
制
で
す
。

　
水
道
設
備
の
維
持
管
理
費
や
動

力
費
、県
西
用
水
か
ら
の
受
水
料
、

職
員
給
与
、借
入
金
の
支
払
利
息
、

減
価
償
却
費
な
ど
の
運
営
の
費
用

を
積
み
上
げ
、
水
道
料
金
を
設
定

し
ま
す
。

水
道
料
金
に
は
地
域
差
が

あ
り
ま
す

　
料
金
に
地
域
差
が
生
じ
る
原
因

は
、
自
然
的
、
地
理
的
要
因
に
よ

り
、
水
源
の
位
置
・
水
源
の
種
類

（
河
川
水
、
地
下
水
、
広
域
水
道

か
ら
の
受
水
な
ど
）・
水
質
の
良

否
な
ど
が
事
業
体
ご
と
に
異
な

り
、
例
え
ば
、
良
質
の
地
下
水
を

水
源
と
す
る
事
業
体
と
、
水
源
の

確
保
の
た
め
に
ダ
ム
建
設
を
行
っ

た
事
業
体
と
で
は
、
水
道
施
設
を

整
備
す
る
た
め
の
投
資
額
に
開
き

が
生
じ
、そ
れ
が
減
価
償
却
費
や
、

建
設
に
要
し
た
長
期
借
入
金
の
返

済
額
の
差
と
し
て
、
料
金
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

桜
川
市
の
場
合
は

・�
山
間
部
地
域
が
多
い
た
め
、
水

圧
を
得
る
た
め
の
増
・
加
圧
所

の
施
設
整
備
が
必
要
で
あ
っ
た

・�

集
落
間
が
離
れ
、
距
離
も
長
い

こ
と
か
ら
水
道
管
布
設
延
長
が

大
き
い
　

な
ど
の
要
因
が
、
現
在
の
水
道
料

金
に
反
映
し
て
い
ま
す

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
水
道
料

金
は
地
域
の
自
然
的
・
地
理
的
な

要
因
で
左
右
さ
れ
、
安
い
・
高
い

の
判
断
は
単
純
に
数
字
だ
け
で
は

比
較
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
桜
川
市
で
は
、
今
後
と
も
、
経

営
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
よ

り
一
層
信
頼
さ
れ
る
水
道
事
業
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
合
先
／
水
道
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）
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～ 

平
成
23
年
春
の
叙
勲 

～

　
平
成
23
年
春
の
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら
発
表
さ

れ
、
桜
川
市
か
ら
１
人
の
方
が
受
章
の
栄
誉
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

の
要
職
に
就
き
、
通
算
41
年
を
消

防
一
筋
に
生
き
、
郷
土
を
災
害
か

ら
守
る
た
め
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
同
氏
は
郷
土
を
愛
す
る
精
神
と

豊
富
な
体
験
を
活
か
し
、
部
下
団

員
の
統
率
に
努
め
る
と
と
も
に
、

団
員
の
確
保
や
処
遇
改
善
、
消
防

施
設
の
充
実
強
化
に
も
力
を
注
い

で
き
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、「
今
回
の
受
章
は
誠
に

栄
誉
な
こ
と
で
喜
び
に
堪
え
ま
せ

ん
。
こ
れ
も
偏
に
、
苦
楽
を
共
に

し
た
同
士
と
皆
様
方
の
ご
指
導
ご

支
援
の
賜
で
あ
り
、
蔭
な
が
ら
支

え
て
く
れ
た
妻
と
共
に
心
か
ら
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。」
と
、
受
章
の

喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。

　
白
川
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
４
月

に
旧
真
壁
町
消
防
団
に
身
を
投
じ

て
以
来
、
分
団
長
、
本
部
員
、
副

団
長
な
ど
を
歴
任
し
、
桜
川
市
消

防
団
と
な
っ
て
か
ら
も
団
長
な
ど

◆
瑞ず

い

宝ほ

う

双そ

う

光こ

う

章
し
ょ
う

　
白し

ら

川か

わ

　
宏

ひ
ろ
し 

さ
ん

　
元 

桜
川
市
消
防
団
長

（
65
歳
・
真
壁
町
真
壁
地
区
）

受
章お

め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

市
民
の
み
な
さ
ま
の
新
た
な
交
流
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
９
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
真
壁
伝
承

館
」

　
平
成
21
年
11
月
よ
り
旧
真
壁
中
央
公
民
館
跡
地
に
お
い
て
建
設
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
「
真
壁
伝
承
館
」
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま

方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
来
る
９
月
１
日
に
開
館
い
た
し
ま
す
。

モノトーンの壁の間に植樹された緑が映え
る真壁伝承館の中庭

市
民
の
み
な
さ
ま
の
新
た
な
る
交
流
ス
ペ
ー
ス

　
真
壁
伝
承
館
に
は
、「
集
会
会

議
室
」
や
「
ま
か
べ
ホ
ー
ル
」、

展
示
機
能
を
有
す
る
「
歴
史
資
料

館
」
さ
ら
に
「
真
壁
図
書
館
」
な

ど
が
整
備
さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ

ま
の
交
流
の
場
と
し
て
広
く
ご
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
施
設
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
来

月
の
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

※
施
設
の
予
約
は
、
開
館
前
の
８

月
17
日
（
水
）
か
ら
、
下
記
の
予

約
先
で
受
付
い
た
し
ま
す
。

■
休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
、祝
日
、

年
末
年
始

■
利
用
時
間

本
館
、
ま
か
べ
ホ
ー
ル
／
９
時
～

22
時

歴
史
資
料
館
／
９
時
～
16
時
30
分

真
壁
図
書
館

・
平
日
／
10
時
～
18
時

・
土
・
日
曜
／
９
時
～
17
時

■
問
合
せ
・
予
約
先

・�

真
壁
伝
承
館（
☎
23-

８
５
２
１

直
通
・
�
23-

８
５
２
２
）
ま

た
は
文
化
生
涯
学
習
課（
☎
58

　�-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
２
２
３
・
３
２
２
６
）

・�

真
壁
図
書
館（
☎
23-

８
５
２
５

直
通
）

９
月
１
日（
木
） 

開
館

「
真ま

壁か

べ

伝で

ん

承
し
ょ
う

館か

ん

」
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桜
川
市
表
彰
式

　桜川市表彰条例に基づき、市の政治・文化・社会・経済その他地方自治の各般にわたっ

てその発展に貢献し、他の模範と認められる方を表彰する「桜川市表彰式」が 7月 12日、

大和庁舎で開催されました。

　表彰された方々は、次のとおりです。

　なお、事績の概要は平成 23年 4月 1日現在です。（順不同・敬称略）

大
和
庁
舎
で
開
催
さ
れ
た
桜
川
市
表
彰
式
に

出
席
さ
れ
た
受
賞
者
の
皆
さ
ん

氏　　名 表彰の種類 住　　所 事績の概要

廣
ひろ

澤
さわ

　 光
こう

一
いち

郎
ろう

特別功労者 青　　木 平成 22年秋の叙勲において旭
きょく

日
じつ

双
そう

光
こう

章
しょう

故 金
かね

  田
だ

　 保
やす

  雄
お

特別功労者 真壁町田 正
しょう

六
ろく

位
い

・瑞
ずい

宝
ほう

双
そう

光
こう

章
しょう

故 大
お お

  和
わ

  田
だ

　俊
しゅん

特別功労者 真壁町伊佐々 従
じゅ

六
ろく

位
い

・瑞
ずい

宝
ほう

双
そう

光
こう

章
しょう

大
おお

関
ぜき

　 に ち 子
こ

特別功労者 真壁町古城 平成 22年春の叙勲において瑞
ずい

宝
ほう

双
そう

光
こう

章
しょう

持
もち

田
た

　 信
ただ

乎
お

特別功労者 鍬　　田 平成 22年秋の叙勲において瑞
ずい

宝
ほう

双
そう

光
こう

章
しょう

川
かわ

那
な

子
ご

　 彌
や よ い

生 特別功労者 鍬　　田 平成 22年秋の叙勲において瑞
ずい

宝
ほう

双
そう

光
こう

章
しょう

大
おお

塚
つか

　 貞
さだ

一
いち

郎
ろう

特別功労者 本　　木 平成 22年春の褒章において黄
おう

綬
じゅ

褒
ほう

章
しょう

青
あお

木
き

　 保
たもつ

特別功労者 真壁町上小幡 平成 22年春の褒章において藍
らん

綬
じゅ

褒
ほう

章
しょう

穐
あき

山
やま

　 與
よ

市
いち

自治功労者 曽　　根 消防団員として 40年３か月在職

故 飯
いい

　村
むら

　　　徹
とおる

自治功労者 加 茂 部 消防団員として 32年８か月在職

飯
いい

山
やま

　 不
ふ

二
じ

雄
お

自治功労者 真壁町下谷貝 民生委員・児童委員として 15年間在職

鈴
すず

木
き

　 勝
まさる

自治功労者 木　　植 教育委員として 11年２か月在職

稲
いな

川
がわ

　 盛
もり

男
お

一般表彰 長　　方 民間交通指導員として 29年間在職

谷
や

口
ぐち

　 貞
さだ

美
よし

一般表彰 富　　谷 民間交通指導員として 29年間在職

口
くち

町
まち

　 武
たけし

一般表彰 門　　毛 民間交通指導員として 29年間在職

雨
あま

谷
がい

　 喜
き

代
よ

子
こ

一般表彰 友　　部 交通安全母の会員として 23年２か月在職

真壁のひなまつり
実行委員会

一般表彰 真壁町飯塚 市の観光事業・地域振興に多大な貢献

増
ます

渕
ぶち

　 茂
しげ

麿
まろ

寄付者表彰 東京都板橋区 真壁の町並み修復目的に多額の寄付
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■
尊
徳
が
修
理
し
た
青
木
神
社

（
写
真
左
）
と
そ
の
境
内
に
は
、

こ
れ
を
記
念
し
て
青
木
村
名
主
舘た

て

野の

勘か
ん

右う

衛え

門も
ん

が
寄
進
し
た
「
手
洗

い
石
」
が
あ
り
ま
す
。

■
大
国
小
学
校
に
あ
る
、
薬
王
寺

山
門
と
同
じ
青
木
堰
の
木
材
を
使

い
作
ら
れ
た
柱
と
金
次
郎
像
で

す
。（
写
真
左
）

■
明
治
30
年
、
旧
真
壁
、
旧
西
茨

城
両
郡
の
有
力
農
民
指
導
者
と
青

木
村
一
同
で
建
立
し
た
頌

し
ょ
う

徳と
く

碑ひ

（
写
真
左
）

大
国
小
学
校

　
４
年
生
が
社
会
科
の
「
き
ょ
う

土
を
ひ
ら
く
」
の
中
で
、
桜
川
に

せ
き
を
つ
く
る
と
い
う
内
容
の
学

習
を
し
ま
す
。
実
際
に
青
木
堰
を

見
学
し
な
が
ら
尊
徳
が
ど
の
よ
う

に
し
て
何
の
た
め
に
作
っ
た
の

か
、
そ
の
後
の
変
化
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

岩
瀬
小
学
校

　
５
年
生
が
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
青
木
堰
を
訪
れ
、
郷
土
史
家

舘た
て

野の

義よ
し
ひ
さ久
先
生
よ
り
、
尊
徳
に
つ

い
て
の
講
話
、
ま
た
、
青
木
堰
の

歴
史
や
由
来
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
る
現
地
学
習
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
他
に
も
市
内
に
は
尊

徳
の
偉
業
を
た
た
え
る
史
跡
や
個

人
所
蔵
の
文
書
な
ど
も
数
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先
／
文
化
生
涯
学
習

課 

報
徳
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局
（
☎

23-

８
５
２
１ 

真
壁
伝
承
館
内
）

全国報全国報徳徳
サ
ミ
ッ
ト

サ
ミ
ッ
ト

紅
葉
の
時
季
に
は
境
内
の
モ
ミ
ジ
が
色
づ

き
、
薬
王
寺
は
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
す
。

小
学
校
に
お
け
る
尊
徳
に
つ
い
て
の

学
習
へ
の
取
り
組
み

手洗い石

大国小 青木堰現地学習の様子

岩瀬小 青木堰現地学習の様子

　本年 10 月 22 日に大和ふれあいセンター「シトラス」を会
場に全国報徳サミット桜川市大会」が行われます。開催まで３
か月を切り、全国のサミット関係者や市民の方々を迎える準備
も着々と進めております。

　今回でシリーズ３回目となるこのコーナーでは、市内にある
二宮尊徳の関連史跡と市内小学校での授業の取り組みをご紹介
いたします。

尊
徳
ゆ
か
り
の
史
跡

　
農
民
の
子
と
し
て
育
ち
、
一
家

離
散
に
遭
う
が
苦
難
を
乗
り
越

え
、よ
く
働
き
勉
学
し
た
尊
徳
は
、

や
が
て
多
く
の
藩
の
仕
法
に
着
手

し
、
村
の
建
て
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
天
保
４
年
（
１
８
３
３
年
）

尊
徳
47
歳
の
と
き
に
青
木
地
区
を

流
れ
る
桜
川
に
堰
を
築
き
ま
し

た
。
上
の
写
真
は
、
昭
和
26
年
に

改
築
し
た
現
在
の
青
木
堰
で
す
。

■
曛く

ん

静せ
い

山ざ
ん

薬や
く

王お
う

寺じ

（
青
木
地
区
）

の
山
門
（
左
写
真
）
は
尊
徳
が
築

い
た
青
木
堰
の
木
材
を
使
い
建
て

ら
れ
た
遺
堰
記
念
門
で
す
。



ファミマカップ全日本バレー小学生県大会で

市内４チーム全てがベスト８以上に進出

「
真し

ん

園え
ん

会か
い

」
の
皆
さ
ん
が
社
会
福
祉

施
設
に
夏
の
味
覚
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

真
壁
高
校
か
ら
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

２
３
４
株
が
寄
贈

ス
ミ
ハ
ツ
カ
ッ
プ
で
南
飯
田

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝

高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

「
反
射
材
着
用
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
誕
生

真
壁
・
岩
瀬
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
か
ら
寄
付

ファミリーマートカップ第 31 回全日本バレーボール小学生大会
茨城県大会に出場し好成績を収めた市内バレーボールスポーツ少
年団の皆さん

真
園
会
有
志
の
皆
さ
ん
（
写
真
／
最
後
列
3

人
）
が
真
壁
授
産
学
園
を
尋
ね
園
生
の
皆
さ

ん
に
採
れ
た
て
の
新
鮮
な
夏
野
菜
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

大
和
庁
舎
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
届
け
て
い

た
だ
い
た
真
壁
高
校
農
業
科
植
物
バ
イ
オ

コ
ー
ス
専
攻
3
年
生
の
皆
さ
ん
と
中
田
市
長

（
写
真
／
前
列
左
か
ら
2
番
目
）

第
５
回
ス
ミ
ハ
ツ
カ
ッ
プ
で
優
勝
し
た
南
飯

田
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆
さ
ん
と

㈱
ス
ミ
ハ
ツ
の
津つ

留る

生
産
技
術
本
部
長（
写
真

／
後
列
右
端
）

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
交
通
安
全

教
室
で
受
講
者
の
皆
さ
ん
に
反
射
材
を
配
付

す
る
反
射
材
着
用
推
進
リ
ー
ダ
ー
（
写
真
／

右
側
）

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
８
２
０
地
区
第
５
分

区
の
藤ふ

じ

木き

章
し
ょ
う

吉き
ち

ガ
バ
ナ
ー
補
佐（
写
真
／
右
か

ら
３
番
目
）
か
ら
中
田
市
長（
写
真
／
右
か
ら

４
番
目
）に
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
18
・
19
日
の
両
日
、
古
河

市
三
和
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
体
育
館
な
ど
を
会
場
に
、
46

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ
第

31
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学

生
大
会
茨
城
県
大
会
」
で
、
桜
川

市
か
ら
出
場
し
た
4
チ
ー
ム
全
て

が
ベ
ス
ト
8
以
上
の
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　
男
子
の
部
で
は
、
真
壁
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
準
優

勝
。女
子
の
部
で
は
、真
壁
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
羽
黒

ミ
ニ
バ
レ
ー
・
大
和
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
、
ベ
ス
ト
8
の
成
績
を
収
め
る

な
ど
、
市
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

を
示
し
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
の
厳

し
い
練
習
の
成
果
を
大
会
で
も
遺

憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
今
回
を
機
に
自
信
を
持
ち
練
習

を
重
ね
、
も
っ
と
上
を
目
指
し
た

い
。」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
真
壁
地
区
の
施
設
園
芸
農
家
の
青
年
14
人
で
構

成
さ
れ
る
「
真
園
会
」（
草く

さ

間ま

祐ゆ
う

一い
ち

会
長
）
の
皆

さ
ん
が
、
真
壁
授
産
学
園
・
真
壁
厚
生
学
園
・
紫

峰
厚
生
園
に
、
小
玉
ス
イ
カ
や
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ

ト
な
ど
夏
の
味
覚
を
贈
り
ま
し
た
。

　
会
員
に
よ
っ
て
、
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
新
鮮

な
夏
野
菜
に
、
園
生
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　
草
間
会
長
は「
今
年
は
、震
災
の
影
響
や
原
発
に

よ
る
風
評
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
の
ご
支

援
に
よ
り
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
毎

年
、
園
生
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、こ
の
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。」と
、話
し
て
い
ま
し
た
。

　
真
壁
高
校
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、
オ
レ
ン
ジ
と
レ

モ
ン
イ
エ
ロ
ー
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
（
78
プ
ラ
ン

タ
ー
／
２
３
４
株
）
が
、
市
役
所
（
3
庁
舎
）
の

玄
関
で
、
来
庁
さ
れ
る
市
民
の
方
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
は
、
自
分
た
ち
が
育
て
た
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
を
多
く
の
方
に
観
て
欲
し
い
と
い
う
、
同
校

農
業
科
植
物
バ
イ
オ
コ
ー
ス
専
攻
の
2
・
3
年
生

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ン
タ
ー
を
受
け
取
っ
た
中
田
市
長
は
、「
き

れ
い
な
花
を
あ
り
が
と
う
。こ
の
花
を
見
た
人
は
、

〝
が
ん
ば
ろ
う
〟
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。」

と
生
徒
た
ち
に
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
桜
川
市
総
合
運
動
公
園
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
催

さ
れ
た
「
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
第
5
回
桜
川
市

ス
ミ
ハ
ツ
カ
ッ
プ
」で
、南
飯
田
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
、
㈱
ス
ミ
ハ
ツ
（
台
山
高
森
工
業
団

地
内
）
が
、
地
域
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
17
回
目
。

　
市
内
を
は
じ
め
近
隣
の
市
町
か
ら
総
勢
24
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
2
日
間
の
リ
ー
グ
戦
を
展
開
さ
れ

ま
し
た
。決
勝
戦
で
は
、南
飯
田
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
と
真
壁
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
の
市
内
チ
ー
ム

同
士
の
対
戦
と
な
り
、
接
戦
の
末
、
１-

０
で
南

飯
田
が
ス
ミ
ハ
ツ
カ
ッ
プ
を
制
し
ま
し
た
。

　
５
月
30
日
（
月
）、
桜
川
警
察
署
と
桜
川
市
は
、

桜
川
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
役
員
15
人
を
「
反
射
材

着
用
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
近
年
県
内
で
高
齢
者
が
夜
間
に
交
通

事
故
の
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
内
で
も
、
高
齢
者
の
被
害
を
防
止
し

よ
う
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
反
射
材
着
用
推
進
リ
ー
ダ
ー
は
、
反
射

材
を
着
け
て
外
出
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
か

ら
反
射
材
の
浸
透
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
桜
川
警
察
署
は
「
反
射
材
の
夜
間
の
視
認
効
果

は
高
く
、
着
用
を
定
着
化
さ
せ
る
こ
と
で
高
齢
者

の
事
故
を
減
ら
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
８
２
０
地
区
第
５
分
区

に
所
属
す
る
、
真
壁
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
山や

ま

口ぐ
ち

正ま
さ

道み
ち

会
長
）・
岩
瀬
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
三み

代し
ろ

克か
つ

広ひ
ろ

会
長)

か
ら
、
市
の
医
療
関
係
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
同
士
の
親
睦
・

自
己
啓
発
を
進
め
、
自
分
の
職
業
を
生
か
し
て
世

界
や
地
域
に
奉
仕
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　
今
回
、国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
８
２
０
地
区
第
５

分
区
に
配
分
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
義
援

金
の
中
か
ら
、市
内
の
真
壁
・
岩
瀬
両
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
分
の
40
万
円
を
、
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
。ご
厚
意
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
5
月
30
日
（
月
）、
消
費
者
団
体
「
桜
川
市
く

ら
し
の
会
」
会
長
の
小
貫
和
代
さ
ん
が
、
首
相
官

邸
で
蓮れ

ん

舫ほ
う

内
閣
府
特
名
担
当
大
臣
か
ら
消
費
者
支

援
功
労
者
の
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
貫
さ
ん
は
、「
真
壁
く
ら
し
の
会（
現
／
桜
川

市
く
ら
し
の
会
）」会
長
と
し
て
、
平
成
5
年
か
ら

消
費
者
活
動
を
継
続
。
草
分
け
と
な
る
マ
イ
バ
ッ

ク
運
動
を
皮
切
り
に
、
ご
み
減
量
運
動
を
行
政
に

提
言
し
、
結
果
ゴ
ミ
処
理
費
を
前
年
度
比
で
大
幅

に
軽
減
さ
せ
る
な
ど
の
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。「
今
回
は
、
く
ら
し
の
会
会
員
の
皆
さ
ん
の

助
け
が
あ
っ
て
の
表
彰
で
す
。
皆
さ
ん
に
感
謝
し

た
い
。」と
、
小
貫
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
く
ら
し
の
会
」
小お

貫ぬ
き

和か
ず

代よ

さ
ん
が

内
閣
府
特
名
担
当
大
臣
か
ら
表
彰

内
閣
府
特
名
担
当
大
臣
か
ら
の
消
費
者
支
援

功
労
者
表
彰
状
を
手
に
、
中
田
市
長
（
写
真

／
右
）
を
表
敬
訪
問
し
た
小
貫
和
代
さ
ん
（
写

真
／
左
）

さくらがわ　2011.8.17 さくらがわ　2011.8.1 6
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ATION

情
報
ひ
ろ
ば

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
」
を
ご
存
知
で
す
か
？農

林
課

　
本
制
度
は
、
中
山
間
地
域
で
農
業

生
産
を
継
続
す
る
農
業
者
（
集
落
）

の
方
々
に
対
し
て
、
傾
斜
し
て
い
る

農
地
の
面
積
な
ど
に
応
じ
て
２
１
,

０
０
０
円
／
10
ａ
～
３
０
０
円
／
10

ａ
の
交
付
金
を
交
付
し
、
豊
か
な
自

桜
川
市
臨
時
職
員
募
集
（
真
壁

伝
承
館
）

文
化
生
涯
学
習
課

■
雇
用
期
間
／
10
月
～
平
成
24
年
３

月
（
予
定
）

■
勤
務
地
／
真
壁
伝
承
館

■
勤
務
内
容
／
歴
史
資
料
館
の
受

付
・
案
内
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
作
業

な
ど

■
勤
務
体
制
／
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

組
み
、
火
曜
か
ら
日
曜
の
う
ち
で
週

３
・
４
日
程
度
（
１
か
月
１
１
２
時

間
以
内
）。
９
時
～
17
時
（
12
時
～

13
時
を
除
く
７
時
間
勤
務
）

■
賃
金
／
時
給
８
０
０
円

■
募
集
人
数
／
２
名
程
度

■
資
格

・
市
内
在
住
の
方

・�

勤
務
地
へ
通
勤
可
能
な
64
歳
ま
で

の
女
性

し
、
さ
ら
に
青
少
年
自
身
の
奮
起
を

ね
ら
い
と
す
る
。

■
対
象
者
／
年
齢
が
19
歳
以
上
の
方

■
応
募
期
限
／
８
月
31
日
（
水
）

■
応
募
内
容
／
青
少
年
に
と
っ
て
励

み
に
な
る
こ
と
、
日
頃
感
じ
て
い
る

こ
と
、
伝
え
た
い
こ
と
な
ど
を
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
す
る
。

・�

タ
イ
ト
ル
（
題
）
を
つ
け
て
本
文

の
文
字
数
（
句
読
点
を
含
む
）
は
、

50
字
程
度

・
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
不
可

・
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の

■
応
募
方
法
／
封
書
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
な
ど
で

■
申
込
み
・
問
合
先
／
岩
瀬
中
央
公

民
館
内
「
青
春
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

係
（
〒
３
０
９-

１
２
１
４ 

桜
川
市

東
桜
川
１-

21-

１
　
☎
０
２
９
６

-

75-

０
３
４
４
・
�
０
２
９
６

-

76-

１
３
２
６
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

手
話
養
成
研
修
者
募
集
（
無
料
）

社
会
福
祉
課

■
実
施
日
／
９
月
７
日
（
水
）
～
平

成
24
年
10
月
10
日
（
水
）

※
毎
週
水
曜
日
、
19
時
～
21
時
、
述

べ
54
回
開
催
（
80
時
間
）

■
内
容
／
手
話
養
成
研
修
（
入
門
課

程
35
時
間
、
基
礎
課
程
45
時
間
）

■
会
場
／
桜
川
市
岩
瀬
中
央
公
民
館

■
対
象
者
／
桜
川
市
内
在
住
の
方
お

よ
び
桜
川
市
内
に
勤
務
、
通
学
し
て

い
る
方

■
定
員
／
20
名

■
受
講
料
／
無
料
（
テ
キ
ス
ト
が
必

要
な
方
は
実
費
負
担
）

■
募
集
期
間
／
８
月
１
日
（
月
）
～

31
日
（
水
）

■
申
込
先
／
桜
川
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
０
２
９
６-

76-

１
３
５
７

〈
岩
瀬
本
所
〉・
☎
０
２
９
６-

54-

２
３
６
１
〈
真
壁
支
所
〉）

国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
開
催

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
が
茨
城
県
内
で
８
月
19
日
（
金
）

～
21
日
（
日
）
を
中
心
会
期
と
し
て

開
催
さ
れ
、
桜
川
市
内
で
も
「
ラ
イ

フ
ル
射
撃
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
程
／
８
月
20
日
（
土
）・
21
日

（
日
）

■
会
場
／
県
営
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

（
真
壁
町
桜
井
１
０
７
４-

２
）、
桜

川
市
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
真
壁
町

山
尾
６
０
４-

１
）

■
問
合
先
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）

■
受
付
期
間
／
８
月
１
日
（
月
）
～

26
日
（
金
）
必
着

■
申
込
方
法
／
市
販
の
履
歴
書
を
担

当
ま
で
送
付
く
だ
さ
い
。
必
ず
写
真

を
添
付
し
、
連
絡
先
・
電
話
番
号
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　
折
り
返
し
面
接
日
（
９
月
初
旬
予

定
）
を
通
知
し
ま
す
の
で
、
面
接
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
採
否
は
選
考
の

上
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
文
化
生
涯

学
習
課 

文
化
財
係
（
〒
３
０
０

-

４
４
９
５ 

桜
川
市
真
壁
町
飯
塚

９
１
１ 

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
３
２
２
４
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

「
青
春
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
作

品
募
集
（
一
般
の
部
）

青
少
年
育
成
桜
川
市
民
会
議

岩
瀬
支
部

■
目
的
／
市
民
み
ん
な
が
青
少
年
を

健
全
に
育
て
る
こ
と
の
意
識
を
醸
成

然
や
農
地
を
守
り
続
け
る
た
め
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
交
付
金
は
、
制
度
に
取
り
組
む
集

落
（
農
業
者
な
ど
の
集
ま
り
）
の
取

り
決
め
に
よ
っ
て
、
共
同
活
動
や
個

人
配
分
に
使
え
ま
す
。

■
主
な
条
件

①
農
振
農
用
地
の
傾
斜
の
あ
る
農
地

（
例
…
田
で
１
／
１
０
０
以
上
、
畑

で
８
度
以
上
）

②
対
象
農
用
地
の
面
積
の
合
計
が
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場 

地
上
１
ｍ
（
毎
週
月
曜
日
に
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に
害

の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト
／
人
の
体
が
放
射
線

を
受
け
た
時
の
影
響
を
表
す
単
位

■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

③
５
年
以
上
継
続
し
た
実
施 

な
ど

■
問
合
先
／
農
林
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

震
災
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
や

詐
欺
行
為
に
注
意
!!

桜
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

■
こ
ん
な
手
口
に
御
用
心
！

　
新
築
時
に
屋
根
工
事
を
し
た
業
者
だ

と
名
乗
り
震
災
後
の
無
料
点
検
に
行

く
と
電
話
が
あ
り
承
諾
し
た
が
断
り
た

い
。
連
絡
先
が
不
明
で
困
っ
て
い
る
。

新
築
し
た
業
者
に
問
い
合
わ
せ
た
ら
詐

欺
だ
と
分
か
り
不
審
に
思
っ
た
の
で
点

検
に
来
て
ほ
し
く
な
い
。

■
ポ
イ
ン
ト

・�「
無
料
点
検
」
と
称
し
て
自
宅
に
上

が
り
こ
み
、「
早
く
修
理
し
な
い
と

大
変
な
こ
と
に
な
る
」
な
ど
と
言
っ

て
不
安
を
あ
お
っ
て
、
全
く
必
要

の
な
い
高
額
な
契
約
を
勧
め
る
悪

質
商
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

・�

必
要
の
な
い
場
合
は
ハ
ッ
キ
リ
と

断
り
ま
し
ょ
う
。

・�

業
者
の
説
明
に
不
審
な
点
が
あ
れ

ば
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
・
相
談
先
／
桜
川
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
９
６

-

75-

６
３
０
０
、
９
時
～
12
時
・

13
時
～
16
時
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

あ
な
た
の
子
ど
も
を
危
険
か
ら

ま
も
る
た
め
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
は
外
さ
な
い
！

茨
城
県
女
性
青
少
年
課

　
子
ど
も
が
ケ
ー
タ
イ
な
ど
を
利
用

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
ト
ラ
ブ
ル
や

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
例
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
の
ケ
ー
タ
イ
に
は
、必
ず
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

※
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
…
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
を
ブ
ロ
ッ
ク

し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス

■
問
合
先
／
茨
城
県
女
性
青
少
年
課

（
☎
０
２
９-

３
０
１-

２
１
８
３
）

　税・保険料は納期内に納

めるようにしましょう。

　また、納め忘れがなく

簡単で便利な口座振替制

度をご利用ください。

8月納期の
税・保険料

・・・・・

市県民税　　　　　２期

国民健康保険税　　２期

後期高齢者医療保険料　２期

介護保険料　　　　３期

納期限／８月 31日（水）

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

募
　
集

　市民の皆様の声を行政に反

映するために、市長と語り

合ってみませんか。話題はな

んでも結構です。

■日時／ 8 月 22 日（月）

　9時～12時・13時～16時

■�場所／市役所 真壁庁舎 1

階会議室（真壁町飯塚 911）

■�問合先／秘書広報課（☎

58-5111・75-3111 代表）

※�次回／ 9 月 26 日（月） 

　�西飯岡集落センター（西飯

岡 660-3）

市長と語ろう！

「市民の日」
測定時間

15時

0.126

0.109

0.134

12 時

0.120

0.121

0.120

9 時

0.130

0.113

0.134

測定日

（天気）

7/4（曇→晴）

7/11（晴）

7/19（雨）

桜
川
市
の
放
射
線
量

単位：マイクロシーベルト／時間

※活動制限基準値は
　3.8マイクロシーベルト／時間 以上



９
月
の
予
防
接
種

■
ポ
リ
オ

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

・�

対
象
／
生
後
３
か
月
～
７
歳
６
か

月
未
満
児

・
日
時
／
９
月
８
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・�

受
付
時
間
／
13
時
15
分
～
13
時
45

分
・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
体
温
計
、

予
診
票

真
壁
地
区
の
方

・�

対
象
／
生
後
３
か
月
～
７
歳
６
か

月
未
満
児

・
日
時
／
９
月
14
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
22
・
７
月
、
８
月
、
９

月
生

・
日
程
／
９
月
22
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

９
月
の
母
と
子
の
健
康
づ

く
り

■
離
乳
食
教
室

・�

対
象
／
生
後
５
～
10
か
月
児
の
保

護
者

・
日
程
／
９
月
７
日
（
水
）

・
会
場
／
大
和
中
央
公
民
館

・
受
付
時
間
／
10
時
～
12
時

・�

持
参
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
ま
た

は
バ
ン
ダ
ナ
、
ス
リ
ッ
パ
、
ふ
き

ん
１
枚
（
要
予
約
）

■
子
ど
も
健
康
教
室

・�

対
象
／
生
後
１
歳
未
満
児
の
保
護

者
・
日
程
／
９
月
９
日
（
金
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
子
ど
も
の
救
急
っ
て
ど

ん
な
と
き
？
」

・�

受
付
時
間
／
13
時
15
分
～
13
時
45

分
・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
体
温
計
、

予
診
票

９
月
の
乳
幼
児
健
診

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
３
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
20
・
６
月
、
７
月
生

・
日
程
／
９
月
13
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・
対
象
／
Ｈ
21
・
６
月
、
７
月
生

・
日
程
／
９
月
16
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）、
コ
ッ
プ

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
22
・
９
月
生

・
日
程
／
９
月
26
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

９
月
の
成
人
健
康
づ
く
り

■
総
合
健
康
相
談

・
対
象
／
母
子
、
成
人

・�

日
程
／
９
月
８
日（
木
）、22
日（
木
）

・�

会
場
／
健
康
推
進
課（
岩
瀬
庁
舎
）、

真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

※
子
ど
も
の
計
測
、
栄
養
相
談
は
要

予
約９

月
の
成
人
健
康
診
査

■
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

・�

対
象
／
大
和
地
区
の
20
歳
以
上
の

女
性
（
乳
が
ん
検
診
は
30
歳
以
上
）

・�

日
程
／
９
月
１
日（
木
）、２
日（
金
）

・�

会
場
／
大
和
体
力
増
進
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
12
時
～
12
時
30
分

・�

内
容
／
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

（
超
音
波
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
は
、
年
齢
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。）

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク

・�

対
象
／
真
壁
地
区
の
40
歳
以
上
の

方
・�

日
程
／
９
月
24
日
（
土
）
～
28
日

（
水
）

・
会
場
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
６
時
30
分
～
９
時

・�

内
容
／
結
核
・
肺
が
ん
検
診
、
胃

が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ

10さくらがわ　2011.8.111 さくらがわ　2011.8.1

健 康ガイド
《問合先》健康推進課 ☎58-5111・75-3111（代）

9月分

Health guideイ
ル
ス
検
査
、
前
立
腺
が
ん
検
診

９
月
の
献
血

■
９
月
21
日
（
水
）

・
会
場
／
県
西
総
合
病
院

・
受
付
時
間
／
13
時
30
分
～
16
時

９
月
の
精
神
保
健

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア

・
日
程
／
第
１
、２
、３
、４
火
曜
日

・�

開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
30

分
・�

内
容
／
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。（
要
予
約
）

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

・
日
程
／
９
月
５
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・�

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担
当

し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。（
要

予
約
）

■
う
つ
の
健
康
相
談

・
日
程
／
９
月
22
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

・�

内
容
／
精
神
科
医
師
が
担
当
し
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。（
要
予

約
）

９
月
の
休
日
応
急
診
察
医

療
機
関

９
月
４
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
阿
部
田
医
院

・�

住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
２
３-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
３
０
５

９
月
11
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
鏑
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
加
茂
部
４-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

76-

３
１
３
１

９
月
18
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
千
勝
医
院

・
住
所
／
本
木
１
６
０
２-

５

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
１
０

９
月
19
日
（
月
）

・
医
療
機
関
名
／
根
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
２
０
２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
０
２
７

９
月
23
日
（
金
）

・�

医
療
機
関
名
／
つ
く
し
野
ク
リ

ニ
ッ
ク

・
住
所
／
真
壁
町
椎
尾
２
０
２
２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

20-

７
７
５
５

９
月
25
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
延
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
東
飯
田
６
０
０

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
５
８

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合
は
各

庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　
子
ど
も
に
は
乳
幼
児
期
か
ら
き
ち

ん
と
し
た
生
活
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
大
人
の
生
活
時
間
に
合
わ
せ
る
と

子
ど
も
の
生
活
時
間
は
深
夜
に
ず
れ

込
み
、
成
長
発
達
に
悪
影
響
を
与
え

ま
す
。

　
下
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
20
年
度
に

１
歳
だ
っ
た
子
が
２
歳
、
３
歳
に
な

っ
た
時
の
起
床
・
就
寝
時
間
の
変
化

を
集
計
し
た
も
の
で
す
。
１
歳
の
時

に
習
慣
化
し
た
起
床
・
就
寝
時
間
は
、

そ
の
子
が
３
歳
に
成
長
し
た
時
で

も
、
あ
ま
り
変
化
は
な
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
22
時
以
降
に
就
寝
す

る
割
合
は
約
30
％
い
ま
す
。

　
生
活
リ
ズ
ム
を
脳
に
覚
え
さ
せ
る

に
は
、
最
低
２
週
間
は
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
睡
眠
は
自
然
に
ま

か
せ
て
も
習
慣
づ
け
は
で
き
ま
せ

ん
。｢

起
床
就
寝
時
間
を
決
め
る｣

「
意
識
し
て
寝
か
し
つ
け
る
」「
昼
寝

は
午
後
３
時
ま
で
に
す
る
」
な
ど
に

気
を
つ
け
て
、
小
さ
い
時
か
ら
き
ち

ん
と
し
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

子
ど
も
に
は
乳
幼
児
期
か
ら

き
ち
ん
と
し
た
生
活
リ
ズ
ム
を

乳幼児健診の問診票からみた起床・就寝時間の変化

0％ 50％ 100％

就寝時間

3 歳

2歳

1歳

16.0％

22.2％

18.2％

53.4％ 27.0％

48.0％

52.7％

24.0％

25.0％

20 時台 21 時台 22 時台 23 時以降

0％ 50％ 100％

起床時間

3 歳

2歳

1歳

6時台 7時台 8時台 9時以降

29.7％

35.7％

30.5％

48.4％ 18.1％

3.9％3.9％

4.5％4.5％

4.0％4.0％

3.6％3.6％

4.1％4.1％

5.8％5.8％

43.2％

47.6％

17.2％

17.5％

0％ 50％ 100％

就寝時間

3 歳

2歳

1歳

16.0％

22.2％

18.2％

53.4％ 27.0％

48.0％

52.7％

24.0％

25.0％

20 時台 21 時台 22 時台 23 時以降

0％ 50％ 100％

起床時間

3 歳

2歳

1歳

6時台 7時台 8時台 9時以降

29.7％

35.7％

30.5％

48.4％ 18.1％

3.9％3.9％

4.5％4.5％

4.0％4.0％

3.6％3.6％

4.1％4.1％

5.8％5.8％

43.2％

47.6％

17.2％

17.5％

下館ゴルフ倶楽部
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティTEL.0296（20）1111

８月10日（水）盛 夏 杯 セルフ 10,000円
８月21日（日）料理長杯 セルフ 13,000円
料金には、朝・昼食代、税金、パーティー費、参加費を含みます

お一人様5,200円回り放題（昼食なし）
5（金）・８（月）・17（水）・18（木）・19（金）・25（木）・26（金）
29（月）・31（水）

８月のセルフデー

下館パークゴルフ場
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティTEL.0296（22）4189

参加費用お一人様1,500円（税込）

（参加費用お一人様1,000円税込）

8/６（土）筑波チャレンジカップ
8/17（水）ホールインワンチャレンジ大会
8/21（日）月例オープン大会
8/27（土）隠しホール大会

つくば歯科衛生専門学校
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティTEL.0296（23）1220

就職氷河期に、求人が10倍！歯科衛生士
体験入学 学校見学・受験相談は、

ご希望に合わせて実施します

８/６
土

８/20
土

８/27
土
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◆
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料

（
第
１
号
被
保
険
者
）

　
保
険
料
は
、
65
歳
の
誕
生
日
の
前

日
の
月
の
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
世
帯
や
本
人
の
収
入
・
課
税
状
況

に
応
じ
て
　
段
階
別
に
保
険
料
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方
は

年
金
か
ら
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
ま

す
。（
特
別
徴
収
）

　
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方
は

市
町
村
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書

や
口
座
振
替
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
普
通
徴
収)

◆
40
～
64
歳
の
方
の
保
険
料

（
第
２
号
被
保
険
者
）

　
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
算
定

方
法
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
医
療
保
険

（
国
保
や
職
場
の
健
康
保
険
）
の
保

険
料
と
一
括
し
て
納
め
ま
す
。

◆
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と

　
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
、
保
険

　
先
の
大
震
災
に
よ
り
損
害
を
受
け

ら
れ
た
方
は
、
介
護
保
険
料
お
よ
び

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
減
免
措
置

が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
該
当
す

る
方
は
申
請
を
し
く
だ
さ
い
。
審
査

の
上
、
減
免
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

な
お
、減
免
の
対
象
と
な
っ
た
方
は
、

既
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
保
険
料

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
還
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

■
保
険
料
の
減
免
／
平
成
24
年
２
月

納
期
分
ま
で

①�

大
震
災
に
よ
り
被
保
険
者
の
居
住

す
る
住
宅
に
半
壊
以
上
の
損
害
を

受
け
た
方

・
全
壊
…
全
額
免
除

・�

大
規
模
半
壊
・
半
壊
…
１
／
２
減

免

②�

大
震
災
に
よ
る
被
保
険
者
の
属
す

る
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の

収
入
減
少
額
が
、
前
年
に
お
け
る

収
入
額
の
３
／
10
以
上
で
あ
り
、

総
所
得
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下

の
方
…
所
得
に
応
じ
て
減
免

■
利
用
料
の
減
免
／
平
成
24
年
２
月

29
日
ま
で

　
保
険
料
の
減
免
の
①
、
②
に
該
当

す
る
方
は
全
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

■
減
免
の
申
請
手
続

・�

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
／
罹
災
証

明
書
（
コ
ピ
ー
可
）・
印
鑑

・�

申
請
場
所
／
介
護
長
寿
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

料
の
滞
納
が
続
く
場
合
、
本
来
は
１

割
の
自
己
負
担
額
で
受
け
ら
れ
る
サ

ー
ビ
ス
費
用
を
一
旦
全
額
自
己
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
、

さ
ら
に
は
負
担
額
が
３
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
ま

す
。

　
保
険
料
は
期
日
ま
で
に
お
納
め
く

だ
さ
い
。

介 護

保 険
vol.1

段階
市税課税状況

本人の所得状況
保険料額
（年額）世帯 本人

１
非
課
税 非

課
税

生活保護・老齢福祉年金受給者 22,200 円

２ （所得＋年金収入）が 80万円以下 22,200 円

３ （所得＋年金収入）が 80万円超え 33,300 円

４特

課
　
税

（所得＋年金収入）が 80万円以下 42,000 円

４ （所得＋年金収入）が 80万円超え 44,400 円

５ 課
　
税

所得が 200 万円未満 55,500 円

６ 所得が 200 万円以上 66,600 円

■
問
合
先
／
介
護
長
寿
課
（
☎
58-
５
１
１
１
、
75-

３
１
１
１
代
表
）

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
罹り

災
さ
れ
た
方
へ

　昨年に引き続き今月号から介護保険についてシリー

ズでご案内いたします。

　今回は、介護保険料及び東日本大震災により罹
り

災された方の減免

の制度についてお知らせいたします。

平成23年度介護保険料
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～
や
ま
ゆ
り
、
大
賀
ハ
ス
が
開
花
～

「
き
れ
い
に
咲
い
た
ね
え
」

「
来
年
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
咲
く
よ
」

7
月
中
旬
、
大
和
駅
の
北
側
の
山
林

に
、や
ま
ゆ
り
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
民
団
体
い
き
い
き
駅

サ
イ
ト
を
中
心
と
し
た
高
森
地
区
の

皆
さ
ん
と
、
桜
川
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー

カ
ー
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
協
働
し
て

植
え
た
も
の
で
す
。

　「
や
ま
ゆ
り
の
里
づ
く
り
」
は
2

年
前
か
ら
始
ま
り
、
協
働
し
て
毎
年

約
50
個
の
球
根
を
植
え
て
き
ま
し
た

が
、今
年
は
た
く
さ
ん
の
花
が
咲
き
、

7
月
13
日
に
見
学
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　「
来
年
は
や
ま
ゆ
り
ま
つ
り
を
開

き
ま
し
ょ
う
」「
大
和
駅
前
に
は
大お

お

賀が

ハ
ス
も
あ
る
か
ら
そ
れ
も
見
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
」
と
、
皆
さ
ん
の
会

話
に
も
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
や
ま
ゆ
り
は
咲
き
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
駅
前
の
大
賀

ハ
ス
は
8
月
下
旬
ま
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
桜
川
市
に
、
や
ま
ゆ
り
の
名
所
が

で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
花
作
り
に
取
り
組
む
人

が
い
る
一
方
で
、
自
分
の
で
き
る
こ

と
で
コ
ツ
コ
ツ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
取
り
組
む
人
も
い
ま
す
。

　
波な

み

木き

新し
ん

子こ

さ
ん
（
写
真
右
／
友
部

地
区
）
は
、
3
年
前
か
ら
市
内
の
老

人
介
護
施
設
を
訪
問
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
生
け
花
教
室
を
開
い
て
い

ま
す
。

　「
花
は
人
の
心
を
癒
し
ま
す
。
生

け
花
を
通
し
て
お
年
寄
り
た
ち
が
色

彩
感
覚
を
取
り
戻
し
、
み
ん
な
が
笑

顔
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
笑
顔
を
見
る
と
と
て
も
嬉
し
く
な

り
ま
す
」
と
波
木
さ
ん
。

　
材
料
の
花
は
市
内
の
花
屋
さ
ん
や

知
人
た
ち
が
用
意
し
て
く
れ
る
そ
う

で
す
。
こ
こ
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

輪
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

【
婚
活
情
報
】

と
き
め
き
婚
活
　
　
　
　

　
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

■
日
時
／
９
月
11
日
（
日
）
10
時
30

分
～

■
場
所
／
筑
西
市
ア
ル
テ
リ
オ
１
階

■
募
集
人
数
／
40
歳
以
下
の
独
身
男

女
各
13
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
男
性
５,
５
０
０
円
、

女
性
１,
５
０
０
円

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
メ
ド

ウ
ル
ミ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
☎
０
２
９
６

-
25-

２
６
７
８
）

「
ま
ち
づ
く
り
教
室
」
に
　

参
加
す
る
方
を
募
集
し
ま
す

■
内
容
／
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
行あ

ん

灯ど
ん

を

作
り
、真
壁
の
町
並
み
に
飾
り
ま
す
。

■
日
時
／
８
月
26
日
（
金
）
18
時
～

19
時

■
場
所
／
真
壁
町
の
仲
町
休
憩
所

■
定
員
／
20
名

■
参
加
費
／
無
料

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
市
民
協

働
推
進
室
（
☎
０
２
９
６-

20-

６
３
０
０
）

企
画
課
市
民
協
働
推
進
室（
桜
川
市
羽
田
９
８
９-

１

桜
川
市
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
内
）

☎
０
２
９
６-

20-

６
３
０
０

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

vol.11

あ 
な 

た

花
で
ま
ち
づ
く
り

花
は
人
の
心
を
癒
す

やまゆり見学会の様子

市民団体いきいき駅サイトと桜川市ネットワーカー協議会の皆さん
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新刊 紹介BOOK  REVIEW

岩瀬中央公民館
《児童図書》

写真絵本　ぼくの庭にきた虫たち

・テントウムシ観察記　　　　　　　　　佐藤　信治 著

・アゲハチョウ観察記　　　　　　　　　佐藤　信治 著

・セミ観察記　　　　　　　　　　　　　佐藤　信治 著

５年３組事件シリーズ◯秘発見ノート事件　後藤竜二 著・田畑精一 絵

てんのおにまつり　　　　　　　　　　　宮崎優・宮崎俊枝 作

《一般図書》

ノベライズ　おとうと　　　　　　　　　山田洋次・平松恵美子 脚本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲光宏子 ノベライズ

京都太秦物語　　　　　　　　　　　　　山田洋次・佐々江智明 脚本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部勉・稲光宏子 ノベライズ

傷ついた画布の物語　　　　　　　　　　窪島誠一郎 著

別冊うかたま農家に教わる暮らし術　　　農山漁村文化協会 発行

【今月のお薦め本】

尊徳仕法と農村振興
-現代に生きる変革の精神-

稲葉　守 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

大和中央公民館
《児童図書》

エコノミー＆エコロジー実験工作集　お手軽実験工作大作戦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齋藤賢之輔 著

くもんまんが古典文学館　東海道中膝栗毛　平田　善信 監修

なみだめネズミ　イグナートのぼうけん　乙一　さく

ＯＮＥ ＰＩＥＣＥ ローグタウン編　　　尾田栄一郎 原作

満点ゲットシリーズ　こちら葛飾区亀有公園前派出所両さんの産業と仕事大達人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豆田　啓二 監修

《一般図書》

日本語を味わう名詞入門２金子みすゞ　　矢崎節夫・萩原昌好 編

楊令伝　１玄旗の章　　　　　　　　　　北方　謙三 著

真夏の方程式　　　　　　　　　　　　　東野　圭吾 著

【今月のお薦め本】

心を整える　勝利をたぐり
寄せるための56の習慣
長谷部　誠 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

真壁中央公民館

　真壁伝承館 真壁図書館が９月１日に開館いたします。

【利用案内】

　開館時間　平　日　　１０：００～１８：００

　　　　　　土・日曜日　９：００～１７：００

　休 館 日　�毎週月曜日・祝祭日（月曜日が祝日となっ

た際の火曜日）年末年始・館内整理日（毎

週第４木曜日）・特別整理期間

　貸出冊数　�図書資料　合計 10点（内　雑誌３冊・視聴

覚資料２点）

　貸出期間　図書・雑誌：14日間・視聴覚資料：7日間

【利用者カード申請】

　今、お持ちのカードは、真壁図書館では使用出来ません。

新たに申請が必要となります。

　本人確認をさせて頂きますので、事前に申請された方

も再度証明書をお持ちください。

　　　　（例　運転免許証・学生証・保険証など）　

【問合先】　真壁伝承館　 ☎　0296-23-8521

　　　　　　　　　　　FAX 0296-23-8522

　　　　　真壁図書館　 ☎　0296-23-8525

真壁伝承館 真壁図書館利用案内のお知らせ
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文
芸 

さ
く
ら
が
わ

　
俳
　
句

【
大
和
俳
句
愛
好
会
】

長
ら
い
て
日
々
の
活
力
植
田
道
　 

鈴
木 

ふ
み
い

自
転
車
に
初
乗
り
の
子
に
青
田
風 

田
中 

は
つ
い

達
者
と
言
う
二
字
の
晩
年
終
戦
日
　 
古
橋 

益
子

明
け
易
し
夜
明
け
の
読
書
陽ひ

の
光 

鈴
木 

登
美
子

猫
の
手
も
借
り
た
い
程
に
麦
の
秋
　 

皆
川 

和
子

盆
用
意
は
は
の
手
順
に
従
へ
り
　
　 

鈴
木 

つ
ぎ

新
築
の
木
の
香
の
匂
う
夕
端
居
　
　 

安
達 

幸
子

雨
後
の
日
の
雫
た
っ
ぷ
り
濃
紫
陽
花 

岩
渕 

の
ぶ
子

新
し
き
靴
の
な
じ
ま
ず
青
嵐
　
　
　 

田
代 

テ
イ

畦
に
立
ち
青
田
の
風
に
心
地
よ
し
　 

代
田 

と
し

【
一
般
投
稿
】

ど
の
子
に
も
大
地
あ
り
け
り
大
夏
木 

木
下 

善
信

　
短
　
歌

【
花
の
室
　
木
崎
集
】

庭
に
続
く
山
の
一
本
松
に
来
て
天
狗
は
よ
い
子
を

翼
に
の
せ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

塚
田 

沙
玲

子
供
ら
の
輝
く
瞳
に
会
い
た
く
て
読
み
の
練
習
ア

エ
イ
ウ
エ
オ
ア
オ
　
　
　
　
　 

大
久
保 

ま
さ
子

山
合
ひ
の
露
天
風
呂
に
て
満
天
の
星
座
見
上
ぐ
る

友
の
横
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

櫻
井 

ハ
ル
子

は
な
だ
色
の
空
に
流
る
る
雲
を
射
て
避
雷
針
の
矢

は
に
は
た
づ
み
に
見
ゆ
　
　
　
　
　 

塩
谷 

明
子

遠
雷
の
音
の
響
き
も
こ
こ
ろ
よ
し
茄
子
も
き
う
り

も
雨
待
つ
す
が
た
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木 

と
み

蜜
蜂
の
群
れ
て
漂
う
白
鷺
草
盛
り
過
ぎ
つ
つ
気
高

く
香
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

塚
本 

幸
子

白
き
歯
が
の
ぞ
き
始
め
た
児
の
口
に
「
ふ
ー
ふ
ー

ふ
ー
」
し
て
玉
子
が
ゆ
は
こ
ぶ
　
　 

西
岡 

和
子

軒
下
に
商
ふ
塗
り
箸
彩

い
ろ
ど
り

に
魅
せ
ら
る
る
客
の
一

人
と
化
し
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

野
村 

幸
男

亡
き
夫
の
三
回
忌
過
ぐ
吾
が
止
め
し
時
計
の
針
を

リ
セ
ッ
ト
せ
ね
ば
　
　
　
　
　
　
　 

深
谷 

快
子

【
岩
瀬
短
歌
会
】

吾
が
庭
に
つ
つ
じ
や
ふ
じ
の
花
盛
り
時
折
り
燕
の

過
り
ゆ
く
声
　
　
　
　
　
　
　
　 

山
田 

し
げ
の

「
か
わ
い
い
ね
」
の
声
連
な
り
た
り
一
群
の
稚
児

百
合
の
小
さ
き
白
い
花
咲
く
　
　
　
　 

古
賀 

澄

震
災
で
新
ら
た
め
て
気
付
く
こ
の
絆
日
本
は
勿
論

世
界
の
人
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

飯
田 
良
江

保
育
器
に
生
死
さ
迷
ひ
し
初
孫
よ
四
肢
伸
び
や
か

に
二
十
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　 

岡
野 

�
子

や
は
ら
か
き
柳
芽
お
ほ
ふ
あ
は
雪
を
ゆ
ら
し
て
落

と
す
群
立
つ
す
ず
め
　
　
　
　
　
　
　 

泉 

三
郎

か
さ
こ
そ
と
浅
蜊
の
砂
吐
く
声お

と

を
聴
き
罪
悪
感
抱

く
朝
が
は
じ
ま
る
　
　
　
　
　
　
　 

三
井 

弥
生

■
お
詫
び
と
訂
正

　
前
月
号
の
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
茂
山
俳
句
会
】

誤
　
買
ひ
過
ぎ
し
こ
と
悔
や
み
つ
ゝ
汁
の
帰
路

田
崎 

信
子

正
　
買
ひ
過
ぎ
し
こ
と
悔
や
み
つ
ゝ
汗
の
帰
路

田
崎 

信
子

ニ
セ
ア
カ
シ
ア
の
花
房
白
々
咲
く
度
に
母
の
介
護

の
日
々
顧
く
る
　
　
　
　
　
　
　 

広
沢 

日
出
子

え
ん
ど
う
豆
莢
の
ふ
く
ら
み
食
べ
ご
ろ
に
小
ざ
る

い
っ
ぱ
い
う
き
う
き
と
摘
む
　
　 

片
岡 

喜
知
子

終
日
を
雨
に
濡
れ
つ
つ
田
植
せ
し
遥
か
な
る
日
を

今
な
つ
か
し
む
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木 

美
津
子

【
岩
瀬
萩
歌
会
】

耕
作
を
放
置
し
よ
う
か
こ
の
畑
今
日
も
思
案
の
心

は
重
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

安
達 

す
み
子

新
緑
の
筑
波
に
集
ふ
き
や
う
だ
い
会
と
も
に
高
齢

労
り
合
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

安
達 

悦
子

四
照
花
の
咲
く
庭
に
出
づ
れ
ば
逝
き
し
息

こ

子
の
優

し
き
姿
み
る
縁

よ
す
が

と
も
　
　
　
　
　
　 

大
関 

節
子

小
笠
原
世
界
遺
産
と
聞
き
し
朝
思
ひ
出
恋
し
青
き

海
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

角
田 

玉
枝

追
憶
は
会
社
と
疎
開
せ
し
戦
時
中
合
歓
の
大
樹
の

花
盛
り
せ
し
頃
　
　
　
　
　
　
　 

坪
井 

ゆ
き
子

梅
雨
空
に
山
法
師
の
花
満
開
に
退
院
間
近
な
夫
に

見
せ
た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

長
谷
川 

玲
子

紫
に
白
に
あ
や
め
咲
く
中
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と
曾
孫

三
歳
見
え
隠
れ
つ
ゝ
　
　
　
　
　
　 

石
川 

喜
代
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静
せい

山
ざん

薬
やく

王
おう

寺
じ

境内（青木地区）で、
一人舞台アーティスト高瀬菜摘女さん（筑西市在

住）が東日本大震災の被災者への哀悼と共に復活

を祈り、和
わ ご ん

琴による弾き語りとダンスを披露しま

した。高瀬さんの実家は、事故のあった福島第一

原発警戒区域内の福島県富
とみ

岡
おか

町
まち

。同氏は、被災地

支援のために、つくば市でも哀しみと愛
いとお

しみを捧

げる一人舞台を演じました。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

【 表　紙 】

っ ！ぁお き れくな

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
水
遊
び
と
カ
ブ
ト
ム
シ
が
大

好
き
な
兄
妹
で
す
。
思
い
や
り

の
あ
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
我
が
家
の
美
男
美
女
で
す
。

暑
さ
に
負
け
ず
毎
日
元
気
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。
大
き
く
な
っ

て
も
心
優
し
い
可
愛
い
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

宇う

塚つ
か 

遼
り
ょ
う

ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

 

平
成
18
年
２
月
23
日
生

猪い

野の 

優ゆ

姫き

子こ

ち
ゃ
ん（
写
真
右

）

 

平
成
17
年
３
月
10
日
生

宇う

塚つ
か 

愛あ
い

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

 

平
成
19
年
５
月
５
日
生

（
大
国
玉
地
区
）

猪い

野の 

颯そ
う

太た

郎ろ
う

ち
ゃ
ん（
写
真
左

）

 

平
成
20
年
１
月
11
日
生

（
大
国
玉
地
区
）

　
庭
は
自
分
の
夢
だ
と
話

す
大お

お

山や
ま

一か
ず

男お

さ
ん
（
岩
瀬
在

住
）。
す
て
き
な
庭
を
持
つ

こ
と
が
夢
で
、
10
年
ぐ
ら
い

前
に
家
を
建
て
た
時
に
庭

を
造
り
ま
し
た
。
初
め
は
小

さ
か
っ
た
庭
を
少
し
ず
つ

大
き
く
し
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
53
個
の
石
像
に
、

40
本
以
上
の
植
木
が
あ
り
、

時
期
が
来
る
と
緑
と
花
と

石
が
融
合
し
た
す
て
き
な

庭
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　
庭
の
手
入
れ
は
、
庭
師
を

入
れ
ず
に
、大
山
さ
ん
と
奥
さ
ん
、

と
き
に
は
ご
家
族
に
手
伝
っ
て
も

ら
い
、
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
整

理
し
て
い
ま
す
。
大
山
さ
ん
は
植

木
の
剪せ

ん

定て
い

に
つ
い
て
、「
剪
定
ば

さ
み
で
は
な
く
、
電
動
バ
リ
カ
ン

を
使
う
と
早
く
て
き
れ
い
に
剪
定

で
き
ま
す
。」「
高
い
と
こ
ろ
の
剪

定
は
ハ
シ
ゴ
を
使
う
た
め
、
た
く

さ
ん
あ
る
石
像
な
ど
を
避
け
な
が

ら
作
業
す
る
の
が
大
変
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
植

木
の
植
え
方
が
上
手
に
な

り
ま
し
た
。」
と
話
す
奥
さ

ん
。

　
友
達
や
家
の
前
を
通
る

人
が
、
庭
を
見
に
き
た
と
き

は
、
記
念
に
庭
で
写
真
を

撮
っ
て
渡
し
て
い
る
大
山

さ
ん
。
今
後
も
、
す
て
き
な

庭
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

猪い

野の 

美み

姫き

子こ

ち
ゃ
ん（
写
真
右
か

ら
２
番
目

）

 

平
成
17
年
３
月
10
日
生

大
お お

山
や ま

さん宅
ち

の庭自慢

大山さん宅の庭の一部（６月上旬）

現在 76 歳の大山さん
は、今なお庭づくりに
熱心です。
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